
日英教育研究フォーラムNo.５

《自著を語る１》

上田学『日本の近代教育とインド』（多賀出版、２００１年１月刊、５０００円）

本書は、明治後半から大正期にかけて、当時の日本の教育制度に関する情報がインドにどのよう

にして届けられ、その地における教育改革のための基礎資料として活用されていったかを明らかに

したものである。

日本では明治の初期から近代国家を形成するために積極的な近代化政策が導入されていった。教

育もその一角を構成し、全国的な教育制度を整備した結果、明治後半には義務教育の普及率が90％

を超えるまでになったことはよく知られている。このような日本における教育の急速な発展は、西

洋列強の支配下にあったアジア諸国に強烈なインパクトを与え、東アジアや東南アジアの一部の国々

では積極的に日本の教育制度を理解し、これを導入する試みがみられた。これまで日本の教育制度

の発達史を外国との関係で論じたものなかで、西洋が日本に与えた影響について研究したものは数

多くある。また日本の教育制度が主として東アジア地域に紹介された過程を分析したものも少数な

がら存在するが、日本と文化的な背景を全く異にし、地域的にも日本から遠く隔たった英領植民地

インドにおいて、日本の教育に着目していたという事実は全く知られてこなかった。本書はこの研

究上の空白を埋めるべく、２０世紀初頭からおおよそ20年余の間に日本の教育がインドにどのよう

に紹介され、現地における教育改革論議にいかなる影響を与えたかを、英国、インドおよび日本に

残されている資料をもとに論証したものである。なお本書は「海外のおける日本の教育制度理解に

関する研究一今世紀初頭のインドを中心にして」という題目で京都大学に提出した学位謂求論文を

もとに、若干の加筆を行って刊行されたものである。

本書は９章構成になっている。第１章では、１９世紀後半から２０世紀初頭までの英領インドの政

治、行政制度を概観し、当時までの教育政策の特徴を述べている。英国人たちは在来の教育制度を

全面的に再編成するのではなく、有能な人材を植民地官僚として登用するために英語教育の普及を

図っていったが、本国政府が植民地をより効率的に経営するという政策に転換していった結果、現

地の教育を近代化していく必要性が生じてきた。そのためインドに赴任していた英国人教育関係者

を欧米に派遣し、当時の各国の教育制度を視察・研究させる方策を採用した経緯が明らかにされて

いる。

第２章では、上記の欧米を中心にした海外の教育事情視察の一環として、日本を対象として取り

上げられたその経過と、実際に訪日して視察を行ったシャープという人物のプロフィールを明らか

にしている。

第３章では、シャープの日本における視察状況を、当時の日本のジャーナリズムをもとにして再
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現している。それによって彼の約半年に及ぶ滞在中に、首都圏はいうにおよばず、北海道から九州

まで移動し、各段階における学校や関係機関を訪問したことが判明するのである。

第４章では、訪日の成果をインド総督府に報告するという事前の約束を果たすため、帰国後に作

成した報告書（拙訳『ある英国人が見た明治後期の日本の教育』行路社、１９９３参照）の内容を吟

味し、彼の問題意識とインドにもたらされた情報の中身を検討している。

第５章は、シャープが日本で得た知見を報告書以外の方法で提示した事例を紹介するとともに、

帰国後の活動状況を紹介することにあてられている。

第６章は、当時のインドで高揚していた義務無償教育実施のための運動がインド立法参事会にま

でおよび、そこで法案の審議が行われた事実に着目し、その審議過程を総督府文書によって再現し

ている。そのなかで義務無償教育の好例として日本の実績が紹介されていることが明らかにされて

いる。

第７章はインドで紹介された当時の日本の教育事情が、その地を経由して英国およびベルギーに

まで伝達されている事実が紹介されている。

第８章では、以上の動きとは別に、一藩王国が日本の教育事情を知るためにインド人高官を日本

に派遣したことに注目し、彼の訪日計画が立案されている経過と日本での視察内容、帰国後に刊行

された報告書の内容が吟味されている。

終章は、明治後半から大正期にかけてインドから日本に派遣された二つの視察の試みの相互関係

と、現地にどのような影響を与えたかを総括して論述することにあてられている。このような内

容から知られるように、本書はインドの教育の発展を機軸にして、英国式の教育と日本の教育情報

との相克関係を輪述したものであるとともに、日本の近代教育史の知られざる側面を新たに開拓し

たものであるというできるであろう。
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日英教育研究フォーラムNo.５

《自著を語る２》

雷藤新治『中世イングランドの基金立文法学校史』（亜紀書房、１９９７年）

｢なぜ私立学校がパブリック・スクールなのか」

これは竹内洋氏（京都大学、教育社会学）が、講談社現代新書『パブリック・スクール』

（1993年）において、英国のエリート再生産装置を分析されたとき、付随的にたてられた問題で

ある。これを解くために以下の事実があげられている。

①パブリック・スクールの起源は中世の文法学校（グラマースクール）にある。

②教授内容はラテン語やギリシア語の文法であった。

③時の経過とともに王侯貴族や金持ちが基金を投じた文法学校も設立されるようになった。そ

れは、かれらの子弟のための私立学校であったことになる。

④とはいうものの基金立学校は、一定数の貧しい少年を授業料無料で入学させることを学校規

則で規定されていた。

⑤王侯貴族上流階級の子弟専用の私立ではなく、貧しい少年にも出身地を問うことなく開かれ

ていった。このところがパブリックの意味である。このパブリック・スクールの原型は１３８２

年設立のウィンチェスタ－校である。

この説明で疑問は解かれると思う。しかし’93年以降の教育史、制度史の研究に目を通すと、い

くつかの疑問が生じる。①については、ウィンチェスタ－校は定款上は現在も聖母のカレジエト・

チャーチである。略してウィンチェスター・カレッジである。②ギリシア語文法は教授されていな

かった。ウィンチェスターの定款はラテン語文法教授を指定、テキストはラテン語。マスターの資

格はラテン語学力のみを要求している。トマス・アクィナスですらラテン語の翻訳に頼りながらギ

リシア語文献を読んでいた事実。③パブリック・スクールの原型において王侯貴族上流階級は基金

を投じなかった。王の犬の飼育係からとりたてられた俗人出の司教が基金を投じた。〈だって１６世

紀における教育関係の基金の提供者の階層分析と金額の分析が、宮腰英一氏（東北大学、教育制度

史）によってなされている（『１９世紀英国の基金立文法学校』、創文社、2000年）。同書の３４頁

以下の明らかにするところによれば、国王・貴族階層の教育関係資金の投入は全体の一割余にすぎ

ない。久保田圭二氏（名古屋大学、教育史）の『宗教改革期イングランドの学校教育に関する考察』

（福村出版、2000年）は、「国王エドワード六世は文法学校の破壊者」という有名なリーチ説の
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意味を考察している。ロイヤルの形容詞が文法学校を限定していても、王侯貴族が基金を投じたこ

とを意味しない。認可しただけである。④については定款文言上も貧困スカラ70名と基金投下者の

肉親縁者の子弟に限られている。有名なウィンチェスター・カレッジの構成員全体を描いた１４世紀

の図版には剃髪したスカラに関しては７０名のみである。王侯貴族金持ちの少年の姿は描かれていな

い。したがって⑤は矢印の方向がまったく逆。本来、基金の受益者は肉親縁者の子どもと貧困な少

年達に限定されていたものが、次第に富裕な少年達をも受け入れていくようになっていった。

６００年間を、短い時期に輪切りにしてみればそこに矛盾する実態が浮かび上がるのは当然である。

Ｂ・サイモン流の教育史のように、国民の教養の分裂の源をさぐりそこにエリート再牛産装置を見

い出す視点も必要であろう。しかし、－国民の形成は過去の遺産を背負いつつt未来に向っての歩み

である。山も谷もあろうが、600年をつらぬいて遵守されている定款の精神から本質をみとる視点

が必要であろう。第一次世界大戦後、卒業生らが奉献したラグビー・チャペルの壁は、卒業生の戦

没者の多くの碑銘で埋め尽くされている。これほどノブレス・オブリージの意義を生々しく伝える

ものはない。原型ウィンチェスターの卒業生は剃髪したスカラであり、黒死病伝染の危機にさらさ

れる僧職についた。本来、ウィンチェスターもイートンもそれぞれに、まず肉親縁者と近隣の者、

そして島国英国全体の死者の鎮魂のための祈りのカレッジであった。長期の学習に耐える貧しいス

カラの姿こそ、祈りよりも、いっそう死者の魂を鎮めるにふさわしいものであった。基金の投下は

「祈りの大義」から「慈善の大義」へと転換した時点でなされた。パブリック・スクールを扱う議

会の委員が「チャリティ」委員会であるのはそのためである。

時とともにすべてが浮き草のように流れゆきて痕跡すら残さない。ある意味では優れた特色を持

つわれわれ日本の教育文化からは、相当無理な飛躍をしない限り、理解できないのが英国のそれで

ある。この飛躍があるからこそ日英教育研究フォーラムは価値があると思っている。『中世イング

ランドの基金立文法学校史』（亜紀書房、１９９７年）で私はこうした次第の一端を明らかにしたかっ

たのである。
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日英教育研究フォーラムNo.５

《自著を語る３》

滝内大三『イングランド女子教育史研究』

私がこの著書を世に出した時、いつからこんなテーマを研究していたのか、という質問を複数の

人から受けました。男性が女子教育史を研究するのをいぶかしく思う人もいたようです。こんなこ

とではいけない、もっとしっかりしなければと思ったのですが、社交下手と出不精が災いし、進歩

のないまま今日に至ったことを恥ずかしく思っています。

私の研究の出発点は日本の親子心中の研究でした。親が子どもを殺して自分も死ぬ、そして社会

に迷惑をかけないという責任の取り方がいかにも日本的という感じで、なぜ何もかも親の責任にさ

れるのだろうかと考えました。統計を取ってみると、圧倒的に母子心中が多かったのです。子ども

が障害児だからとか、夫や男性に捨てられて生活に困ったからという理由が多かったのですが、家

庭という世界の密室性とその中に置かれた女性の選択肢の狭さに、男性である私は強い衝撃を受け

ました。なぜ家庭生活がプライバシーなのか。どうして女性はプライベートな世界に生きねばなら

ないのか。「子どもは私のものだ。誰にも渡さない」という遺書を残して死んでいった女性の言葉

を反翻しながら、ジェンダーとは、セクシユアリティとはと考えあぐねていた頃、自殺に関する国

際学会に出席したオランダの女性心理学者に出会って尋ねたことがありました。親子心中は文化的

背景の違いによってしか説明できないだろうという返事が返ってきただけでした。

ともかくヨーロッパに親子心中はないということなので、その「文化の違い」を確かめるために

も（私には英語しか理解できる言葉がなかったので）イギリスに行って女性の生き方を調べてみた

いと思いました。文化を学ぶためには歴史を知る必要があると気づき、ロンドン大学キングズ・カ

レッジに席を置いて勉強しました。キリスト教と女性の関係を中心に学ぶつもりでしたが、偶然の

機会からトーントン・レポートの分析をテーマとすることになりました。というのも、ロンドンに

着いた時イースターの休暇が始まっており、しかたがないのでＬＳＥの図書館に行って夏目滋石の

ロンドン日記を見ていたら、彼の下宿の大家が自宅で女学校を経営していたと書かれていたのが目

にとまり、女子を対象にしたプライベート・スクールの存在に興味を覚えたからです。じつにいい

加減な動機です。

ですから私の著書にはオリジナリティと言えるものはほとんどありませんか、文化や階級の違い

を越えてジェンダーが人間の生き方に大きな影響を及ぼしてきたことを自分なりに理解できたとい

う点が収穫だったと思っています。また日本では今もガヴァネスといえば没落した中産階級の住み

込み女性家庭教師を意味するとされていますが、visitinggovernessやとりわけschoOIg◎verness
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と呼ばれたprivateschoolの女性教師たちの存在に注目したところに自分なりのエ夫があったと思

います。

もう一つ、学校教育の段階を「初級」「中級」「高級」に分け、あえて「初等」「中等」「高等」

と呼ばないことにしました。男女に平等に教育機会が保障されて初めてその名称を使うべきだと考

えたからですが、これは私一人の独善であったようです。

それから「おまけ」のような形で、七王国時代のヒルダという女性の物語、チョーサーの「バー

スの女房」、それにウオルストンクラーフトの紹介等を書きました。たとえそれが研究とはほど遠

いものであっても、私にはそれを書く必然性があったと思っています。というのも、私の最初の関

心の方向であったキリスト教の女性観について、自分なりに整理しておきたかったからです。そし

てある程度長い時間の流れの中で、イングランドの女性の姿を傭敵的に見ておきたいと思いました。

現在は時間とテーマを限定し、織密に研究することが主流ですが、私のような問題意識を持つ者に

とっては、こういうスタイルも許されるだろうと考えました。

最初はまったく考えなかったのですが、出版してから学位舗文として認めていただくことができ

ました。日本教育学会の書評にも取り上げていただきました。自分でも十分自覚してはいましたが、

１９世紀末からの女子教育の流れがどうなっていくかという展望がなく、この本の弱点になっていま

す。中産階級の女性にとって、ほんとうにガヴァネス以外に職業は開かれていなかったのか、また

２０世紀に入ってどういう動きが出るかについては、その後、資料を発掘したりスケッチ風のエッセー

を書いたりしましたが、まだまとまったものは出せないでいます。この分野は研究者が少なく、切

瑳琢磨する機会に乏しいのですが、ぜひ新しい視点から優れた研究書が出ることを期待しています。
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日英教育研究フォーラムNo.５

《自著を語る４》

橋本伸也・渡辺和行・進藤修一・安原義仁・藤井泰『エリート教育』ミネルヴァ書房、

２００１年。３８００円。

最近、日本社会の変質に伴って、急激な教育改革が進行中である。とりわけ、平等主義的な教育

システムへの反省もあり、「エリート教育」への関心も高まっているようだ（たとえば、竹内洋

『大衆モダニズムの夢の跡』新曜社、２００１年や「中央公論」編集部編『論争・中流崩壊』中公新

書ラクレ、２００１年など）。こうした識論においては欧米のエリート教育の現状や歴史に論究さ

れる場合が少なくない。だが、意外とヨーロッパのエリート教育（とくに中等教育から高等教育に

至る）の比較史について真正面から取り上げた日本人研究者による本格的な著作はこれまで、存在

しなかった。

本書は、１９世紀におけるイギリス、フランス、ドイツ、ロシアという４カ国のエリート教育を比

較社会史的に論述したものである。したがって、上に述べたようなわが国の研究状況において、本

書の刊行は大きな意義があるのではないかと思われる。この本の実質的な編者（プロモーター）は、

ロシア教育史を専攻する橋本伸也（京都府立大学）である。イギリスは藤井と広島大学の安原義仁、

フランスは政治史専攻の渡辺和行（奈良女子大学）、ドイツはドイツ史を進藤修一（大阪外国語大

学）が担当している。１９９６年春に最初の研究会が開かれ、ほぼ５年間の期間を経て、ようやく刊

行されたものである。

序章は橋本の筆になるもので、そこでは、内外の先行研究を踏まえ「エリート教育」の比較社会

史の意義を強調した上で、本書の対象と課題が論述されている。

本論は、二部構成になっている。エリート学校の「制度と機能」と「文化と紐帯」とである。第

１部は、「近代ヨーロッパの中等教育から高等教育をへてエリートへいたる制度構造を解明する」

ことである。第２部は、「エリートたちに人格化されたその文化の内実を問う」ことである。

第１部は「近代イギリスのエリート教育システムーーパブリック・スクールからオックスブリッ

ジへの学歴経路」（藤井担当）から始まる。ここでは、二つのエリート教育機関の仕組みと実際に

ついて、教育実態、教育内容、生徒の社会的出自および進路（大学進学率を含めて）などの観点か

ら、その基本的な事実が明らかにされている。とくに、従来あまり知られることがなかった、１９世

紀末のパブリック・スクールのリストが載せられているのは注目されよう。さらに第２章のフラン

ス編では、エリート中等教育機関「リセ」が取り上げられ、第３章のドイツ編では、ギムナジウム

と綜合大学の100年間の改革史が述べられる。第４章のロシア編では、ロシアのエリート的で特権

的な中等・高等教育機関等が体系的に論じられている。

第２部のイギリス編（安原担当）では、オックスフォード大学を事例として、エリートのエート
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スを酒養したカレッジ制度、チュートリアル・システム、優等学位試験制度、学生課外文化などいっ

た独自の教育装置について説明が加えられている。また卒業生の進路に関しても興味深い史実が数

多く紹介されている。フランスは「ファキュルテ」と高等師範学校が、ドイツは大学生活の「決闘」

が、ロシアは「古典語教育」が取り上げられ、それぞれの国のエリート学校のエートスに迫ってい

る。

本書には多くの図版が挿入されており、視覚的にも楽しい本にとなるように工夫されている。ま

たコラムとしてイギリスに関しては、「チャーチルの小学校時代」「弁論ユニオン」「大学選出下

院議員」の３点が用意されている。

以上、本書の意義と構成について述べたが、現代のエリート・高等教育問題への示唆という観点

からは、本書の読者には若干の不満も残るかもしれない。大衆化社会を経て、最近のエリート教育

問題は新たな段階に入っていると言えよう。２１世紀を迎えた今、本研究の成果を踏まえて上で、

われわれは２０世紀的エリート教育システムの歴史（解体、変容、再構築など）を、比較教育社会

史の新たな議論の坦上に乗せる必要性があるかもしれない。今後の課題も少なくないことは、執筆

者の一人として十分に認識している。

なお、本書のいわば姉妹図書として、コンラート・ヤーラオシュ編、望田幸男、安原義仁、橋本

伸也監訳『高等教育の変貌』昭和堂、２０００年が刊行されている（イギリス高等教育史関係では４

本の論文が収録されている）。

最後に、この共同研究が－つの契機となり「比較教育社会史研究会」が発足したことを申し添え

ておきたい。新たな企画も検討されている。今年の秋の教育史学会（上越教育大学）でコロキユウ

ムを開催しますので、興味がある方のご参加をお待ちしています。

藤井泰（松山大学）
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MyRecomme伽t伽

RichardAldrich,DavidCrookandDavidWatson,Ｅ血αz伽"α”E叩Ioy77ze戒：

the、庇”航sP加加Ｈ帥rl/,InstimteofEducation,2000,ISBNO85473

6050,ｐｐ､238,price墨15.99

TheDepartmentforEducationandEmployment(DfEE)wascreatedinl995・

FiveyearslaterthisbookprovidesthefirstmajoranalysisoftheCreation,roleand

fUtureprospectsfOrtheDeparbnent・Itspublicationalsomarksthecentenaryof

theBoardofEducation,fOundedinl900・Thestudywhichwassupportedbya

generousgrantfromtheNuffieldFoundation,drawsuponarichvarietyofprimary

andsecondarysources，includinginterviewswiththeSecretaryofState，David

Blunkett,andthePermanentSecretary,SirMichaelBichard・Indeed,thebookwas

launchedinJune2000attheDfEEbyDavidBlunketthimselfandaweeklater

mostfavourablyreviewedbythepreviousSecretaryofState,GillianShephard,as

bookoftheweekintheTimesEducationalSupplement．

Thedesignandpurposeofthebookreflectanhistoricalperspectivesapproach・

Thusinbroductorychaptersprovidebasichistoricalandcomparativecontextsand

aninPdepthaccountofthecreationoftheDepartment､Fourhistoricalchapters

examinetheseparate廿ajectoriesoftheEducationandEmploymentdeparmlents

throu8houtihecenturyandtherelationshipsbetweenthem、POliticaland

administrativedevelopmentsarelocatedwithinbroadersocial，culturaland

inteⅡectualframeworks・Thepenultimatechapterexaminestheconceptand

implementationoflifelongleaming．

lntheirconclusionstheauthorscontrasttheunexpectednatureofthecreationof

thenewDepartmentintheshortterm,withthelongerhistoricalperspectiveof

vocationaleducationwhichpre-datedtheriseoftheschooledsociety､n1eyshow

thattheDfEEwasumqueininternationalterms,andthattheconjunctionof

EducationandEmploymentraisedthestatusoftheDeparmlentabovethatof

eitherofitspredecessors・Theyalsoshowthecon廿astinghistoricalculturesoflhe

twopreviousdepartments・Educationwassmaninsize,apolicydepartmentwhich
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neitherownedanyschoolsnoremployedanyteachers・Employment,ontheother

handwasmuchlarger,withcommonlytentimesasmanyemployees,andoffices

throughoutthecoun廿y,TheEmploymentdeparmlentwasoftenatitsmost

prominentintimesofnationalcrisis-warorslumps・Conversely,theEducation

deparhnentmightthenbeatitsweakest．

Perhapsthemostsignificantfacttoemergefromthisstudy,however,isthe廿ansient

natureofpoliticalandadministrativearrangements，Inasin81ecenturylhe

EducationDeparpnenthadfOurseparateincamations-BoardofEducation,Ministry

ofEducation,ＤeparbnentofEducationandScience，，eparbmentforEducation・

TheEmploymentDepartmenthadfive‐Minis廿yofDepartmentofEmployment

andProductivity，DeparhnentofEmployment・Ministersinchargeofthe

departmentsremainedinofficeonaverageforsometwoyears､Notsurprisingly，

therefore,theauthorsconcludethatthedepartmentwouldsoonchangeagainand

soindeeditproved．

InJune2001,fOllowingvictoryintheGeneralElection,ＰｒｉｍｅMinister,Tony

Blair,movedDavidBlunkettfromhispostattheDfEEtobecomeHomeSecretary・

ＡｔｔｈｅｓａｍｅｔｉｍｅｔｈｅＤｅｐａｒｈｎｅｎｔｆｏrEducationandEmploymenbwhichhad

lastedamereslxyears,wasrecastoncemore・neDfEElostresponsibilityforthe

NewDealprogramme,designedtogetthejoblessintowork,andtheEmployment

Service,withitsJObCen廿eP1uS,acombinationofjobcentresandbenefitagencles・

TheseweremovedtoanewDeparbnentofWorkandPensions・Shomofthese

responsibilitiestheDfEEbecametheDeparbnentfOrEducationandSkills．

RichardAldrirh

lnstimteofEdllraiion

UniversityofLondon
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cOmpOs飯0〃
WalesPress．
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GORARD，Ｅ血c､伽加ＳＯＣ〃んs伽：恥ｃ加呼"g

qfschooIsa"‘Ｍｓ加p伽伽s，2000,Cardiff,Universityｏｆ
墨35.00hardbacklSBNNo:0-7083-1619-0

StephenGorardmaintainsthatthe'crisis'inBritisheducation,athemeassociated

wiihtheauthorsofthe'BlackPapers'and,morerecentlywithsuchcommentators

asMelaniePhillips，hasbeenoverplayed､Thisbookdarestobedifferent，by

castingdoubtupontheorthodoxsociologicalviewthateducationalparticipation，

performanceandattainmentbecamemorepolarizedinthel990s・Itfindsno

convincingevidenceofUKunderperfOrmanceataninternationalleveland

concludesthattheqUestfOrsocialjusticewillmoresuccessfUllybeaddressedby

thedevelopmentofsocialandeconomicpoliciesoutsideoftheeducationalarena．

'Ｄisadvantageremajnsdisadvantage',Gorardremindsus,'whereverstudentsare

taughthowtoreadandwrite'(p､137)．

Gorard'sevidenceisbasedonsixdatasetsthathaveprovidedabasisforhisown

researchoverthepastfOuryears,supportedby厚antsfromtheESRCandSpencer

Foundation・Thesedataareextensiveandsometimescomplex,butthestatistical

informationpresentedinthebookismostlyaccessibletothenon戸expertreader・

FoⅡowingapreliminaryevaluationoftｈｅヤcrisisユsubseqUentchaptersdrawon

thedatasetstoexaminethesocialcompositionofschools，segregationbetween

institutions,nationalandinternationalcomparlsons,differencesbetweenvarlous

schoolsectorsandstudentachievementlevels．

Gorarddismissesallsuggestionsofcrisisandhasarangeofalternativeexplanations

tohand･Faultyresearchdesi印，ｍﾕsrepresentationofdataandpoliticalscare

mongermgarecentraltohiscritique，ａｎｄihepublishedfindingsofOfSted,the
NationalFoundationfOrEducationalResear℃handthenlirdlntemational

MathematicsandScienceSurveyareallqUestionedinhisana1ysis・Chapterby

chapter,thelhemesofsocialclass,gender,ethnicity,selectionandprivateschooling

aresubjectedtoGorard'srevisionism､Fromallthiscomessomegoodnewsand

othernewsthatisn/tasbadasmi8htbeexpected．

Somechaptersworkbetterthanothers，andoccasionaⅡythewritingbecomes

８５



over-deterministic,ｂｕｔｏｖｅｒｔ‘Whiggism／isavoided・Gorarddrawsinspiration

fromDavidHamiltorfsrejectionofthe'patholo群alviewofpub1iceducation′(p､5)，

butthechallengeofdevelopingandsustaininganargUmentaroundthethemeof

socialjusticeposesinevitabledifficulties､Thefinalchapterseestheauthorproclaim

that'SocialjusticeinBrmsheducationisgrowmg,asdivisionsbetweenthehome

nations，betweenschoolsectors，betweenschoolsandbetweenstudentsare

declining,ThisraisesimportantqUestionsfOrlhereader,however・DoesGorard

believethatsocialjustice-orinjustice-isalwaysmeasurable？DoesitfOⅡow

thatqualitativeapproachesarelessvalidthaniheqUantitativemethodologies

pursuedinthisvolume？Cansocialjusticebedefinedorunderstoodinother

ways？

nisbookisbothinterestingandprovocative・Evenifitscentralthesisiscorrect，

however，ｉｔｉｓｕｎｌｉｋｅｌｙｔｏｈａｖｅｍｕｃｈｉｍｐａｃｔｕｐonthediscourseofschool

improvementorcurrentpolicy廿endsltisacuriositythattheexistｅｎｃｅｏｆａ

'crisis'inBritisheducationsuitsjustabouteveryindividual,pressuregroupsor

politicalpartywithaneducationviewpoint・Educationalstandardsmaynotactually

befaⅡinglbutthesenseofcrisisisperpetuatedbytheviewfromallsidesihat

theyarenothighenough．

EducationandSocialJusticeisanimportantbookintworespects・First,itchanenges

anumberofmisapprehensionsanddamagmgmlsrepresentationsofWelsh

education・Gorard'sdefenceofWelShcomprehensiveschoolsisespeciallyrobust・

Second，thisbookshouldcertainlybeincludedonreadinglistsfOreducation

researchmethodscourses．ＡⅡtoooftennewsstoriescompoundWhatGorard

terms′thepolitician′serror'byconfUsingpercentageswithpercentagepoints・

UnfOrtunately,however,itisnotunknownevenfOreducationalresearchersto

mlsrepresenttheirdata,Thebookcallsforeducationalresearchtobenumerate，

rational,empiricalandbalancedlfitisnot,theauihorwams,'thenthereputedly

poorqualityofmucheducationalreseardlmaycontinuetobeusedtojustifythe

curtailingofacademicfreedomsin出ｉｓarea,makingresearchsubservienttothe

needsofthegovernmenｔｏｒｏｎｅｏｆｉｂｓｄｉｅｎｔ印oupssuchasteacher廿ainers′

(pp,184-85).ThisisindeedatimelywamingfOrusall．

DavidCrook，InstituteofEducation,UniversityofLondon
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LOWE，Ｒ，（ed）（2000）恥HisforyQf肋αz伽：MjZjOγT7ze”ｓ

(RoutledgeFalmer,London:４volumes）

ConfrontedwiththewelcomebutdauntingtaskofselectingfOrrevlewanyone

workofeducationalhistoryproducedoverthepastthirtyyears,therichnessof

lhealternativesonofferseemsalmostoverwhelming・ShoulditbeBrianSimon？

－butthisseemstooobvious・Shoulditbeabookthathasinfluencｅｄｍｙｏｗｎ

ｗｏｒｋ?－butwhich？TT1entheanswercame：IShouldcheat,andhaveitall，And

thischoiceisnowpossiblethroughtheappearanceofamasslvenewconectionof

workinthehistoryofeducation,editedwithscrupulouscarebyProfessorRoy

Lowe．

Thisisacelebrationofeducationalhistoryasithasdevelopedoverthepastthirty

years:acouectionoflllmajorpaperspublishedbetweenl957(LawrenceCremin/s

paperontheprogressivemovementinAmericaneducation)ａｎｄ２０００(Gareth

ElwynJonesoneducationalpolicymakinginWales).ItconsistsoffOurvolumes，

totalling2,146Pagesoftextinadditiontoeditorialintroductionsandanextensive

index・ThefirstvolumefOcusesondebatesinthehistoryofeducation，an

indispensablecoⅡectionofhistoriographicalessaysthatchartsdevelopmentsin

perspectivesonthefieldinAmerica,England,CanadaandEurope,andincluding

severalpiecesonthestudyofwomerfseducation・Thesecondexploreseducation

initssocialcontext,withworkrangingfromBrianSimonandRichardJohnsonon

theoriginsandfunctionsofmassschooling,tomorerecentworkoneducation

andthestate,thepoliticsofeducation,urbaneducation,theeducationofwomen

andgirls,andeducationandmasculinity・Thethirddealswithstudiesinteaching

andleamjn8morespecificaⅡythehistoryofthecurriculum,pro厚essivism,the

teachingprofession,childhood,literacy,andtheinculcationofattitudes・Thefinal

volumeroveswidelyaroundarangeofeducationsystems,examininginparticular

depthissuesofethnicity，imperialism，schoolattendance，eliteformation,and

socialreproduction,beforeconcludingwithasetofpapersondifferentnational

systems・Ｉｎｄｕｄｅｄａｒｅｔｗｏｋｅｙｐａｐｅrsthatrelateinparticulartothehistoryof

educationinJapan:theworkofTakashiandManganonJapanesecolonialeducation

inTaiwan(number95inthecoⅡection),andthatofBeauchamponthedevelopment

ofJapaneseeducationalpolicy,1945-1985(111)．Nearlyone-qUarterofthepieces
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wereoriginanypublishedinthejournaloftheHistoryofEducationSocietyinthe

UnitedKingdom,HistoryofEducation,reflectinginpartthepreferencesofLowe

himselfaseditoroftheconecuonandfOrmereditorofthatjournal,butalso

denotingthestrongpositionofthejournalininternationaldebates．

RoyLoweinhisgeneralintroductiontotheconectionsuggeststhatitembodies

whathasbeeninhisview'littleshortofarevolution′(vol・I,ｐ・xlii)inthewriting

ofthehistoryofeducationsinceihel960s,Itdoesindeedreflectthemajorshifts

ininterestandemphasisthathavetakenplaceoverthattime・Yetitalsoevokes

theunderlyingcontinuities，thecommonaspirationsthatljnktheworkofthe

l950sandl960stothatofemergmgauthorsintheearly21stcentury・Inanother

way,too,theconectionrevealsthereinventionofthefieldofhistoryofeducation，

itsresUesssearchfOrnewthemesandissuesthathasoftenbeennecessitatedby

challengestotherelevanceandeventheveryexistenceofthefield．

Inevitablyinaconectionsuchasthistherearesomepointsofcontention・Only

twentypercentoftheauthorsarewomen,fOrexampIe,Theoverwhelmingmajority

ofitemsaddressissuesonthel9thand20thcenturyhistoryofeducationrather

thanofearlierperiods・Abouttwo-thirdsofthepieceswereｏriginallypublished

inthefifteenyearssincel986,whiChmayalsohelptoeXp1aintheexclusionof

someleadingfi2風lresfromthel960ssuchasLawrenceStone,HarryArmytage，

andKennethCharlton・ThecollectionasaWholeisalsomuchlessstrongon

neo-conservativeandneo-liberalcommentariesofeducationalhistorythanitisof

radical-leftinterpretations・CorrelliBamett,Ｅ､Ｇ・WestandMartinWiener,for

instance,arerepresentedinthesevolumesonlybytheircritips・Nevertheless，

Lowe'ＳＣＯⅡectionisaremarkableachievement,andsurelyconstitutesaumque

documentaryrecordofthefieldasawhole、Itissurelyalastingmonumenttothe

vlgourandtheaspirationsofthisfascinatingfieldofstudy・Iflwereinvitedto

takejustoneworkonthehistoryofeducationwithmetoadesertislandlthinkl

wouldbesorelytemptedtocheatagain,andtotakethisone．

GaryMcCulloch

UniversityofSheffield
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DrJohnCOLEMANandProfessorLeoHENDRY

77IeMz如花qfMblEs""“(Firstpublishedinl980,3rdeditionl999）

Routledge

ThisbookisveryweⅡknownamongstthosestudyingadolescenceltisconsidered

tobeoneofthemaintextbooksonthistopic,andiswidelyusedbystudents，

academics,aswellasthoseworkingwithyoungpeople・Itiswrittenbytwoofthe

bestknownyouthresearchersinEurope:DrJohnColemanisDirectoroftheTrust

fOrtheStudyofAdolescence（Engjand),andProfessorLeoHendryisatthe

UniversityofAberdeen(Scotland)andtheUniversityofTrondheim(Norway)．

Ｔｈｅｂｏｏｋａｉｍｓｔｏｄｏｃｕｍｅｎｔａｎｄｅｘplainthechangesoftheadolescentyears，

drawingonresearchhFomaroundtheworld・Itisdividedintochapterswhich

addressthefOnowingtopics：

physicaldevelopment

lhinkingandreasonmg

selfandidentity

倫miliPR

sexuality

health

hFiendshipsandthepeergroup

work,unempIoymentandleisure

an廿戸socialbehaviour

politics,altruismandsocialaction

s廿ess,copingandadjusbnent

ThesechapterstherefOreinvestigatethemajorissuesthatareoccupyingadolescent

researchersatpresent・Eachchapterhighlightskeyresearchfindings,discusses

theirimpliCations,andidentifiesareasforfUmreresearch・UsefUlly,eachchapter

hasafinalsectionwhichprovideskeyreading,anddescribesimp1icationsfor

practice・Oneofthemainfeaturesofthisbookisthebreadihofresearchthatit

drawsupon・ThemajorityofthechaptersdescriberesearchfromacrossEurope，

theUnitedStates,ａｎｄＡｕｓ廿alia,aswellassomereferencesfromAsiaandAfrica・

Thiswiderangeofreferencesmeansthatthebookisbmyglobalinitsperspective．
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ＷｈｅｎthisbookwasfirstPUblishedinl980,itbecameakeytextonadolescence・

However,thethirdedition,publishedinl999,brou8j1tanewfOcusforthestudy

ofadolescence・Thethirdeditionhasanumberoffeatureswhichdistinguishesit

fromearliereditions・First,itfOcusseseqUallyontheprocessofnormaladolescent

development,andabnormaldevelopmentorproblemsinthisperiod､Second,the

mostrecenteditionfOcussesonhowsocialissuesandsocietalprOblemsimpacton

adolescentdevelopment・Third,newchapterswereaddedinthethirdedition，

focussingonanti-socialbehaviour,health,ａｎｄｐｏｌｉｔｉｃｓａｎｄａｌｍｎｓｍ,FinaⅡy，all

thechaptersnowhaveaspecialfbcusonhowgenderandrace/ethnicityinfluence

pattemsofadolescentdevelopment・Thesedevelopmentsinthethirdeditionare

veryvaluable,andmakethisatrulyup-to-datetextbook．

Iwouldthoroughlyrecommendthisbooktoanyoneinterestedinadolescenceln

particularthebookdemonstratestheimportanceofdevelopinggoodtheoryand

undertakinggoodresearChforunderstandingthelivesofyoungpeopletoday，

andthesocialissuesthataffectthem・Thisbookhelpsustounderstandthiskey

developmentalphase．

DebiRoker(Dr）

AssistantDirector

TrustforlheStudyofAdolescence

UK

droker＠tsa・uk・com
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Rec肱加jlZgK"on'1e“Social恥orlﾙＣｕ伽哩伽加e血ＣＭＩ伽岬oIiqノ
ByJohanMuller,London,RoutledgeFalmer(price墨50.00）

mhethemesthatthebookaddressesarisebothfromtheauthor'sengagementina

rangeofintemationaldebatesinthesociologyofeducationandfromtheleading

rolethathehasplayedinthedevelopmentofeducationandbFainingpolicyin

SouthAfricasinceNelsonMandela'sreleasefromprisoninl990．Heexploresa

numberofspecificeducationalissuessuchasliteracy,thelinksbetweenschooljng

andeverydaylife,theroleofqualificationsandthefUtureofuniversitiesineconomlc

regeneration，Healsoaddressesthepressuresoneducationalresearchers

themselvesandwhethertheyhaveanalternativetobeingeither'critics'inendless

oppositionor′reconstructors'workingfOrgovernmentandthereforeconstrained

inwhattheycansayaboutpolicies,TheseissuesarenotuniquetoSouthAfrica・

However,theyareglvenadistincmessandurgencybytheuniqUenssoftheSouth

Africancontext・SomuchwasexpectedWhenthefirstdemocraticgovemmentled

bytheAfricanNationalCongresswaselectedinl994andmanyofthecommitted

inteⅡectualswhohadbeeninvolvedinthes廿uggleagainstapartheidfOund

themselvesplayingaroleinthatgovernment．ＦorthefirsttimetheyfOund

themselveshavingtoactuallydesi印andimplementpoliciesandnotjustcritiqUe
them

Thebookidentifiesacommonthreadinanumberofareasofeducationalpolicy

debateinSouthAfricawhichresonatewithdebatesinothercountries・These

rangefromiheargumentproposedbyMichaelGibbonsandhiscoⅡeaguesthat

newfOrmsofmulti戸disciplinaryknowledgeshouldreplacethedisciplinesasthe

basisfOrtheuniversitycurriculum,towhatareknownasthe'newliteracystudies′

whichchallengethetraditionalemphasisthatliteracynecessarilyinvolvesthe

abilitytoreadandwrite､Anotherareaofeducationalpolicyexploredinthebook

istheimplicationsoftheideathatcompetenceshouldunderpinallqUalifications

withinasin副enationalhamework,Mmlefsargumentisthatthecommonthread

intheseapparentlydisparatepoliciesisthattheymirror,sometimesexp1icitlyand

sometimesnot，twoclaimsinrecentsocialtheory・Thesearethatallfblmsof

knowledgｅａｒｅ，ａｔｓｏmefundamentallevel，eqUalandthatallboundariesare

sociallycons廿uctediniheinterestsofthoseinpowerandmustbeovercome・Ｈｅ
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definesd1istheoryas'cons廿uctivism/whichhesuggests

‘‘hastakenaperfectlyreasonablesetofthesesaboutthesocialconstitutionof

knowledgeandradicaliseditintoaclaimthat…realityismerelyanartefactof

ourknowledgeaboutit…，，

Munerseesthisradicalisationashaving‘‘pemiciouseffectsontheformulationof

policyandthepracticeofeducation(inSouthAfrica)，,andseriouslyatodds

withabroaderandmoreinclusivesenseoflhepurposeandcontentofsociological

theory・Itisunlikelythatthesesocalled'theories'ｗｏuldhavesuchadirecteffect

onpolicyinindustrialisedcountriesinEuropeorJapanwherethecapacityof

schooljngisfarmoreextensiveanddeeplyembeddedthaninSouthAfrica・However

thebasicargumentisinnowayrestrictedtoSouthAfriにaordevelopingcounmes・

ThedistinctivefeatureofMuⅡefsanalysisandtheexampleshetakesandwhyit

lssoimportantisthatunlikeothercasesoftheroleofideologiesinfluencing

educationalpolicies（suchasNVQsintheUI9iheyarisefromprogresslveand
evenradicaltheoriesassociatedoftenassociatedwiihfeministandan廿戸racist

movements．

MunerdrawsonaremarkablerangeofideaswhichrangefromLatou】/ssociology

ofsciencetoBemstein/ssociologyofeducationandlheworkofCastellsand

othersindevelopmentstudiestochallengethese廿ends・HisspecificfOcus,however，

isonthelessonstobeleamtfromthesociologyofknowledge,especianytheideas

firstdevelopedbyEmileDurkheimnearlyacenturyagoandgivenanewlife

untilhisuntimelydeathlastyearinthewritingsofBasilBemstein．

Hisbookre-establishestheqUestionofknowledgeatthecentreofdebatesabout

educationandinparticularthecurriculum・Atthesametimeheassertsthata

recognitionofthe'intrinsicsociality'ofknowledgedoesnotlead,assomehave

argued,toanantiPepistemologicalrelativistargumentthatanknowledgeandall

fOrmsofthoughtareinsomehmdamentalwayeqUal・Thestrengthofthebookis

thewayinwhichhisargUmentisdeveloped､MUnerdoesnotjustdismissthe

'cons廿uctivisfargumentsthathedisagreeswith､ＨｅｐｏｉｎｔｓｏｕｔｗｈａｔｈｅｃａⅡs

theirrelationshipwiththeiropposites・Ｆｏｒexample,atthesametimeasargm1ing

thatboundaries,whetherbetweendisciplinesorbetweenschoolandwork，ａｒｅ
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essentialtoleamingandtheproductionofnewknowledge,Mullershowsthatit

lsPreciselytheboundednessofreallearningthatenablesthelearnertocrossthe

boundariesanddevelopnewknowledge・Furthermore,whilehisargumentabout

the‘inbRinsicsociality'ofknowledgeismappedoutveryclearlyingeneralterms

intheintroduction,itisnotleftthereHeshowshowitneedstoenteranyserious

debatesaboutthefUtureofeducationiftheyaretomovepolicyforwardandnot

assooftendolittlemorethanrepeatthepastinanewlanguage．

ItismyviewthatProfessorMullerhaswrittenaremarkablebookthatwinbea

storehouseofideasfOreducationistsbothinSouthAfricaandalsoinmanyoiher

countriesfOryearstocomeltisahighlyscholarlybook,theproductdeepand

extensivereading,andthereforenoteasytoread,evenforthosetrainedinsociology；

however,itmoreihanrepaystheeffOrt､Myonlyregretisthatthepublishershave

sofarlackedeitherthefOresi8htorthemarketintelligencetopublishitinpaperback；

todosowould,Iamsure,morethanrepaylheirinvesmlent．

MichaelYoung
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CountingCostsandBenefits:HumanCapitalandtheEconomicsofEducation

InterestintheeConomicsofeducationdevelopedinaseriesofburstsinthe

periodsincetheSecondWorldWar，fonowingiheeqUallyspasmodic，yet

mcreasinglyrapidexpansionofpostschooleducationduringthatperiod､The

expansionoccurredbecauseofthepressureofdemandforeducationalqUalifications

fromaseeminglyever8roｗｉｎｇｓｅｃｔｏｒｏｆｓｅｍｉｓｋｉⅡed,skilledandprofessional

workers,whiEhwastobefOundthrou8houtthecapitalistworld・Itisinteresting

thatthedemandcaｍｅｆｒｏｍｉｈｅｂｏｔｔｏｍｕｐｒａｔｈｅｒｉｈａｎｔｈｅｔｏｐｄｏｗｎ，with

governmentspersuadedofihenecessitythrou8hpressurefromtheircitizensand

byobservingthepolicyandpracticeoftheirnationalcompetitors・Privateemployers，

Whetherindividualorinassociations,were,atleastattheoutset,lesspersuaded

ofthenecessitytomeettheapparentlyinsatiabledemandfOrfbrmal,postschool

educationalqUalifications・TheneedfOrbasiceducation,literacyandnumeracy，

wasaccepted,buttogobeyondthatwasseenbyemployers,alwayssuspiciousof

growthsinpublicspendingasprobablyunnecessaryfOrmorethanarelatively

fewkeyworkers・IfadvancedtrainingwasreqUired，betterfOremployersto

provideitthemselves,tailoredtotheircompanyneeds,fOrtheirownworkers，

Ｗｈｏｃｏｕｌｄｂｅｃｏｎ廿actuallybound，thuspreventingtheinvestmentin廿ａｉｎｉｎｇ

ｐｒｏｖｉｎｇｔｏｂｅａｇｉｆｔｔｏａcompetitor・Nevertheless,asthecapitalisteconomy

becamemoresophisticated,sotheassumptiongrewthatbettereducatedworkers

wouldprovetobemoreproductiveandthusofgreatervaluetoanemployer､It

wasassumedalsothatsuchworkerswouldalsobemorecompetitiveinaneqUany

sophisticated,frequentlychan夢ngandwiderranginglabourmarket,tothebenefit

ofthemselves、Finany,itwasassumedthattheknowledgeanｄｓｋｉllsneededby

suchworkerswouldbemostefficientlyprovidedbyafOrmaleducationalsystem

responsivetotheneedsofthenationaleconomyandorganizedandfinancedby

theState,whichmadeit,theoreticallyatleast,opentoa11citizens．

ThiswasfOllowed,inalldevelopedcountries,byamassivepUblicinvesはnentin

educationatalllevels､Educationis,ofcourse,assumedtobea'goodthingforall

sortsofreasons・TheqUestioninlhiscontexthowever,iswhethereducational
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spendingtreatedasaninvestmentmakessense・Asystematicattempttomeasure

thecostsandbenefitsofsuchspendingaccordingtoeconomiccriteriafO11owed，

withcomparlsonwiththeperformanceofcompetitorsprovidinganadditional

tooLThisattempt,beguninitiallybyeconomistsintheUnitedStatessuchasJacob

MincerandGaryBecker,ｈａｄａｓｉｔｓｉｎｔｅⅡectualfoundationthelongestablished

iheoriesofclassicalandneo-classicaleconomictheory・Itwasobservedthatthe

averageeammgsofworkersroseonaslidingscalelinkedapparentlytothelengdl

offOrmalsChooling・Ｉｔｗａｓａｒｇｕｅｄｔｈattheyearsofschoolingrepresentedan

inveshnentonthepartofindividualsandtheirfamilies,eitherdirectlyorinterms

ofeamingsdeferred,ａｓｗｅｎａｓｏｎｔｈｅｐａｒｔｏｆｔｈｅＳｔａｔｅａｓｃhiefprovider・Such

schoolingrepresented'humancapital',embodiedinindividualworkersandwas

theeconomlcproductofiheeducationalsystemFromthisbasistheredeveloped

aninteuectualsubsetofthediscipljneofeconom1cs,ｓｏｍｅｔｉｍｅｓｋｎｏｗｎａｓ'human

capitaltheor]／ｏｒｏｉｈｅｒｗｉｓｅｓｉｍｐｌｙａｓ'theeconomicsofeducation'､Anearlyand

subseqUentlyweⅡusedtextfmmtheUnitedKingdomisMarkBlaugsAn

lntroductionto伽ECO"omicsqfE”αztio",firstpublishedinl970')．

Whetheroneacceptsthear即mentsputfOrwardbythehumancapitaltheorists

depends,ｏｆcourse,onwheihertheneo-classicaltheoryofeconomicsisalsoaccepted

asvalid・Theargumentoftheneodassicistsisthatthepriceofafactorofproduction

(inthiscaseeducation）issetbyitsmarginalcontributiontototaloutputor

margjnalrevenuetheory・ThetaskofcalculatingthisfOrthecon廿ibutionof

educationtothemargjnalrevenueofmillionsofindividuals,letaloneconectively,

isObviouslyqUjtestaggering,especiallygiveniheaddedcomplicationofsocial

costsandyields､Itisworthnotingihatyetanothertheoreticalsubset,hasemerged

inrecentyearandthatistheconceptof’socialcapitarelaborated,amongother

bytheFrenchsociolo2dstPierreBourdieu2).Thecon廿ibutiontomarginalrevenue
liesatihecorehowever,andasthedebateoverthemeritsofthisfundamental

principleebbedandflowedoverthepastthirtyyears,sohasiheenthusiasmfOr

'theeconomicsofeducation'．

ltshouldbeObvious,fmmwhathasbeensaidabove,thathumancapitaltheory

andtheaccompanyingtasksofhumanandsocialcapitalfOrmationarealso

importantelementsindevelopmenttheory・TT1eirinfluencelsperhapsgFeatesｔ
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ｗｈｅｎeconom1esseemtohaveachieved,inthephraseofW.Ｗ・Rostow>'economic
●

takeoff・'3）

Forinstance,someveryrecentexamplesseektoeXPlain(alongwithreferencesto

socalled'Asianvalues'）ihesuccessofthenewlyindustrializingcounmesof

SouthEastAsiaandofthePacificRim､Particularlyworihofnoticearethevolume

ofessayseditedbyOgawa,JonesandWilliamsoninl9934)andbyJosephTanin

l999､MostrecentlythereisJ.Ｇ,B､Tilak'squiteexceⅡentWorldBanklnstitute

paperwhich,whilefOcussingonEastAsia,alsoofferssomesuggestionsonwhat

otherscanlearn．

InlhissenseofWhatmaybeofgeneralapplicability,Whathasnotbeenavailable

]ｓａｎｕｐｔｏｄａｔｅｂｏｏｋｗｈｉｃｈｓｅｔｓｏｕｔｔｈｅtheoreticalbasisoflhedebateandits

relevanceforeducationpolicymakers,practitionersandconsumers，Certainly，

thedebatehasonceagainbecomefierce,especiallygiventhecontextofglobalization

oftheeconomy，ihegrowingdemandfOreducaUonalqUalificationsand，

mcreasingly,thateducationbedeliveredprivatelyoratleastaccordingtomarket

principles､C1iveBelfield/srecentbook,ＥＣＯ"0”cP減"ciplEs允γ肋amtjo":ｍｅｍｙ

α”Ｅ誠加cE（2000)5ﾘgoesalongwaytomeettheneed､Intensuccinctlywritten

andaccessiblechapters，Belfieldsummarlzesandanalyzesthetheories

underpinningtheapplicationofeconomicstoeducation,thedevelopmentofhuman

capitaltheorylthetheoryofemolmentchoice,oflheenterpriseandspecificany

theevidenceontreatingeducationalinstitutionsaseconomicenterprises・This

leadson,inthesecondhalfofthebook,toanexaminationoffactorinputsandto

thetheoryofthemarketltconcludes,ａｓｌｏ解aⅡyitshould,withafresh

considerationoftheroleofgovernmentandlheStateineducation,ofkeyimportance

maneraoftransitionfromstatesocialism6）．

Belfieldcondudeswithanattempttoshowhowtheag厚egateeffectsofeducation

canbemeasuredandhoweconomictheorymaybeusedinthedevelopmentof

educationPolicy、HeargUesthatthreemﾕcro-economicpolicyaimsstandout

First,policiescaninfluencethes廿eamofcostsandbenefitswithinanyinvestment

appraisal;andwhichinvestorwhether,State,privatecompany,familyorindividual

willnotrequiresuchanappraisal？Secondly,theinternalefficiencyofeducation

providerscanbeenhancedthroughtheuseofinEentives､Thecomp1exityand
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contradictionsinvolvedinsuchanexerclsearealsonoted・nlirdly，analysisof

provisionandperfOrmancewithinthesectorisencouragedforusebygovernment'

byotherProviders,bystudentsandtheirfamiliesandbycitizensastaxpayers

andvoters・Thetask,ｈｅsays,isnotsimpIytoprovidemoredescriptiveinfOrmation，

buttocultivateinsteadabetterunderstandingoftheexpectedcostsandbenefits

ofeducation・ThiswinbothstimulateefficiencｙａｎｄｍａｙａⅡowaconsensusfor

investmentdecisionstoemergenliswouldbeaconsiderablegaingiventheheat

ofthepoliticaldebateabouteducationalprovisionandinvesmlentthatistobe

fOundeverywhere・AsafUrtherconmbutiontothis,ｅｃｏｎｏｍ１ｃｃｏｎｃｅｐｔｓｃａｎｂｅ

ｕｓｅｄｓｅｔanagendafOreducationalresearchand,thoughhedoesnotsaylhis

expliciUy,comparativepolicyresearchespeciany・HerestshiscasefUndamentany

onthｅｃｏｍｍｏｎｓｅｎｓｅａppealofeconomics,thatresources,betheytime,money，

energyorwill,arescarceandhavealtemativeuses､Thisbeingsoobviouslythe

case,itissensibletoestablishappropriateevaluativecriteriawhichcanidentify

therela廿vecos卜effectivenessandoutcomeoftheuseofresourcesforeducational

purposes・ｒｈｉｓｉｓｎｏｔｔｈｅｓａｍｅａｓａｎａｒｒｏｗ，bureaucratic′qUalityassurance′

approach．

Itisasimple,buteffectiveargumentandmakesonewonderwhylhe′economlcs

ofeducation／islftregardedasafUndamentalpartofthecurriculumforthose

aspiringtobeprofessionanyengagedineducation，whetherasteachers，

adminis廿atorsorpolicymakers・Wehearagreatdealabouttheneedfor'1eadership′

skillsandthelike,butthiswouldbelessrhetorical,ifsuchskinsweredeveloped

togetherwithasoundgraspoftheeconomicprincipleswhichleadustoinvestin
educationatall・Belfield'ｓbook,ｗｈｉｃｈｈａｓｔｈｅａｄｄｅｄａｔｌｍｃｔｉｏｎｏｆａｎｅxcenent

bibliography,isanexcenenttoolbywhichtoestablishsuchanunderstanding・

Thereare,ｏｆcourse,otherfUndamentalssuchaslhehistoryandphilosophyof

education,Whichhavealsobeenneglectedinfavouroffashionablesolutionsto

educationpolicyprOblems;butthatliesoutsidethescopeoflhisbriefcommentary．

ProfessorW.』.Morgan，

Director，TheCentreforComparativeEducationResearch，

TheUniversityofNottingham，

Nottingham,NG81BB,UnitedKingdom,mailto:John､Morgan@nottingham・acuk
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InfOrmation

NEWPUBLICATIONFROMTIｍＣＯＮＴＩＮＵＩＮＧＥＤＵＣＡＴＩＯＮＰＲＥＳＳ

PbsfSc肋CIE血cMz伽加伽Ｔｍ"si伽伽ｍＳ加花Ｓｏｃｉａｌ棚(Eds.)James

MuckleandWJohnMorgan､TheContinuingEducationPress,Nottingham，

2001,Ｅ34.95hardback,ISBN１８５０４１０９３３

Thisbook,oneofaseriestobeproducedbytheCentrefOrComparativeEducation

Research,examinestheeffectoflhebFansitionfromStateSocialismonpost

compulsoryeducationinanumberofcoun廿iesworldwide,Thereareanalyses

ofthesituationinRussia,China,Tibet,UZbekistan,Mongolia,Bulgaria,Ｖｉｅｍａｍ

ａｎｄＣｕｂａＳｏｍｅｃｈａｐｔｅｒｓａｒｅｂｙnationalsofthecoun廿yconcemed，othersby

outsideObservers,allwiihpracticalexpenenceofthesystemunderconsideration・

ItisbelievedthattheseperspectivestogetherprovideausefUlcontributionboth

tothehistoricaldebateontheStateSocialistexperlenceandandtothediscussion

ofthecomp1exandunevenprocessofbPansition．

ThebookshouldbeofinteresttomanySCUrREAmemberswhomayconsider

eitherindividualpurchaseorarecommendationfOrlibrarypurchase､Ｆｏｒother

CEPpublicationsseethewebsiteathttp://www､nottinghamac､uk/cont-ed
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イギリスの教育の動き

-2000年８月から2001年７月まで－

佐々木毅（国立教育政策研究所）

2000年

く８月＞

１日、ジャッキ．スミス学校水準担当政務次官は教員組合の一つであるＰＡＴに対し、校長の児

童牛徒を排除する権限を強化すると語る。２日、ブラックストーン教育雇用閣外相はデヴィッド・

シャーロックを成人学習視学団ＡＬエの首席視学官に任命することを発表した。９日、スミスは中

等学校での学習に備えるリテラシーおよびニユメラシー夏季学校が1,800校、英才夏季学校が

500校と記録的に増加したと発表した。２３日、エステル・モリス学校水準担当閣外相はＧＣＳＥお

よびＧＮＶＱの第１部試験の結果について受験生たちに祝意を述べた。３１日、マルコム・ウィック

ス生涯学習担当政務次官はニュー・ディールが失業中の若者たちの就職援助に成功しつづけている

と発表した。モリスは教育費のもっと多くの部分が学校に直接交付されることが望ましいと発言し

た。

＜９月＞

１日、モリスはグラマー・スクールをめぐる投票に関する法律（学校水準・大綱法）への改正要

求を拒否した。また下院の教育・雇用委員会が教育事業における私的部門の役割の重要性を認めた

ことを歓迎した。７日、モリスは１４か所の新しい小規模な教育改善行動地域ＥＡＺの指定を発表し

た。１２日、ブレア首相、ブランケット教育雇用大臣は親たちが教育における水準の引き上げに重要

な役割を有していると言明した。１５日、ブランケットは最初の３つのシティ・アカデミーの設置場

所を発表した。１９日、スミスは学校における親理事の全国的なネットワークが教育における親の全

国的な発言の場となるであろうと述べた。２０日、ブランケットはキー・ステージ・テストの結果イ

ンナー・シティーの学校における基礎学力が相当に改善されてきたことがわかったと述べた。また

ニュー・デイールの成功の上に、完全雇用への政策を追求すると語った。２６日、ブレアはスペシャ

リスト・スクールのために2800万ポンドの新たな支出を行い、2004年９月までにその数を

1,000校にするという目標を発表した。また中等教育におけるエＣＴ推進のための１０億ポンドの支

出を明らかにした。２７日、ブランケットは2004年９月までにあらゆる３歳児が親が望む場合は無

償の幼児教育を受けられるようにすると発言した。また基礎的なリテラシー／ニユメラシーをもた

ない成人の教育のために１億５千万ポンドを支出することを発表した。

く１０月＞

４日、マイクル・ウィルズ学習・技術担当政務次官は新しいテクノロジーが７－１１歳の児童の成

績の改善に役立つことが明らかになったと述べた。教育水準局ＯＦＳＴＥＤは薬物教育についての
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